Study on Flow Regimes and Heat Transfer of Evaporating Refrigerants Inside a Horizontal Spirally Grooved Steel Tube by 東井上 真哉
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
報 告 番 号 
 
博（生）甲第８８号 氏 名 東井上 真哉 
 
 
学 位 審 査 委 員 
 主  査   茂 地  徹          
副  査   児 玉 好 雄         
副  査   石 田 正 弘         
副  査   桃 木  悟           
・論文審査の要旨 
東井上 真哉氏は、平成 9年 3月に長崎大学大学院工学研究科修士課程を修了し、直ちに（株）
ダイフクに入社したが大学院入学試験受験のために同社を平成 14 年 8 月に退社し、平成 15 年 4
月に長崎大学大学院生産科学研究科博士後期課程に入学し、現在に至っている。 
同氏は、生産科学研究科に入学以降、物質科学を専攻して所定の単位を修得するとともに、冷
媒の管内蒸発流の熱伝達の研究に従事し、その成果を平成 17 年 12 月に主論文「冷媒の水平内面
ら旋溝付鋼管内蒸発流における流動様相と熱伝達に関する研究」として完成させ、参考論文 5編
（うち審査付学術論文 2編）と 2編の審査付き学術雑誌論文（校閲中 1編、投稿中 1編）を付し
て、長崎大学大学院生産科学研究科教授会に博士（工学）の学位の申請をした。 
長崎大学大学院生産科学研究科教授会は、平成 17 年 12 月 21 日の定例教授会において論文内
容の要旨を検討し、本論文を受理して差し支えないものと認め、上記の審査委員を選定した。委
員は主査を中心に論文内容について慎重に審議し、公開論文発表会を実施するとともに、最終試
















本論文では、フロン系冷媒 HCFC123 と HCFC22 を試験流体に用いて水平内面ら旋溝付鋼管
内の蒸発流の流動と伝熱の実験を行い、次の主な成果を得ている。 
 












（3） 内面ら旋溝付管において決定された 4 種類の流動様相に対して熱伝達係数の予測式を作
成し、予測値と実験データとを比較検討している。環状流域の熱伝達係数の予測式はChen
の形式で整理している。管周全域に非常に薄い液膜が形成される環状流域の熱伝達係数
については、 伝熱が熱伝導に支配されるという仮定に基づき整理している。さらに、分
離流域における管頂側の熱伝達係数については、伝熱面が乾く場合と溝構内に液膜を形
成する場合の 2 種類に対してそれぞれ予測式を作成している。流動様相の予測に基づい
て管周平均熱伝達係数を予測する場合には、全実験データ数の 89％を±30％の範囲内で
予測することができる。このように物理的な根拠に基づいて熱伝達係数を予測すること
で従来の経験的な整理式より格段に高い予測精度を有する伝熱整理式を作成することが
できることを明らかにした。なお、本論文で採用された熱伝達係数の予測手法は従来の
研究にはない、全く新しい手法である。 
 
以上のように本論文は、冷媒の水平内面ら旋溝付鋼管内の蒸発流の流動と伝熱に関する新しい
知見を提供するとともに、冷凍機やヒートポンプの熱設計に有用な基礎資料を提供し、伝熱工学
に多大の寄与をするものと評価できる。 
生産科学研究科教授会は、審査委員会の報告に基づき審議した結果、本論文は伝熱工学の分野
において極めて有益な成果を得るとともに、工学の進歩発展に貢献するところが大であり、博士
（工学）の学位に値するものとして、合格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
